質疑回答内容公表

工事名　祥南歩道橋補修設計業務委託
回答課　維持管理課
更新日　令和８年１０月２８日
	№
	質疑受付日
	質疑内容
	公表日
	回答内容

	１
２
３
４
５
６

	令和8年10月21日
令和8年10月23日
令和8年10月26日
令和8年10月26日
令和8年10月26日
令和8年10月27日
	１．特記仕様書第５条３．架け替え等を含む検討
「本検討において、②掛け替え案（通路部のみ）以外が採用された場合には、変更設計の対象とする。」と記載がございます。①掛け替え案（通路部及び階段部）が採用されたら、階段部の撤去設計も必要になるかと思います。設計変更の対象と考えてよろしいでしょうか。

２．特記仕様書第５条３．架け替え等を含む検討（２）、設計書
特記仕様書に「横断歩道橋撤去設計」、設計書に「横断歩道橋詳細設計」と差異がございます。どちらが正しいでしょうか。
１．特記仕様書、設計書 

　塗膜調査　試料分析で余った塗膜片は発注者に返却と考えてよろしいでしょうか。また、受注者で処分する場合、設計変更の対象と考えてよろしいでしょうか
・特記仕様書内項目第５条　３．掛け替え等を含む検討　において、「本検討において、②掛け替え案（通路部のみ）以外が採用された場合には、変更設計の対象とする。」と記載されていますが、ここでいう「変更設計」は減額を伴う設計変更を含むものでしょうか？
・また、（１）・（２）において、それぞれ掛け替えを前提とした項目と見受けられますが、補修案が採用された場合、これらの項目は不要となるという認識でよろしいでしょうか。
特記仕様書 第5条 7.関係機関協議資料作成について、特記仕様書には作業内容の記載がございますが、設計書には記載がございません。
費用は計上されていないということでしょうか。
作業を実施するとなった場合は、変更対象として考えてよろしいでしょうか。
一般的な同種業務のボリュームと比較して、設定されている工期が短いように見受けられますが、以下の点についてご教示ください。
（1）想定される工程および前提条件について
本工期（令和9年2月26日まで）を設定するにあたり、発注者側で想定されている工程や、現地調査・関係機関協議等のスケジュール感の前提があればご教示ください。
（2）工期設定の意図について
本業において、このような短めの工期設定とされた特別な理由や背景（次年度の工事発注に向けたスケジュール上の制約など）がございましたら、あわせて教えいただけますでしょうか。
設計書に「塗膜調査」が計上されていますが、特記仕様書には当該項目に関する記載がありません。

「塗膜調査」は本業務の対象であり、設計書のとおり計上するものと考えてよろしいでしょうか。
	令和8年10月24日
令和8年10月28日
令和8年10月28日
令和8年10月28日
令和8年10月28日
令和8年10月28日
	１．特記仕様書第５条３項に記載のとおり、変更設計の対象となります。
２．特記仕様書第５条３項（２）を、「横断歩道橋詳細設計」と表記した特記仕様書に差し替えます。
１．塗膜調査で余った塗膜片は、発注者へご返却ください。
・特記仕様書第５条３項に記載のとおり、変更設計の対象となります。
・お見込みのとおりです。
設計書の「横断歩道橋詳細設計」内に、特記仕様書第５条７の関係機関との協議資料作成を含んでいます。
（1）令和７年度に行った祥南歩道橋詳細調査業務において、現地調査・関係機関協議等が実施されているため、通常よりも短い工程で完了できるものと想定しております。
（2）上記を踏まえ、現工期設定で完了できるものと考えております。ただし、条件変更が生じた場合は、協議により工期延長も可能です。
「塗膜調査」は本業務の対象となります。


